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８
月
２０
日
、
今
年
で
２５
回
目
を
数
え
る
金

時
祭
が
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
凛
―
輝
く
未
来
を
見
つ
め
て
―
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
厳
し
い
日
差
し
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
約
１
万
５
千
人
の
来
場
者
が

真
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
前
と
午
後
と
２
回
公
演
で
行
わ
れ
た
イ

リ
ン
ク
ル
と
ピ
ノ
キ
ヨ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
シ
ョ
ー
に
は
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。

コ
ミ
カ
ル
な
動
き
や
芸
で
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
香
田
　
晋
、
音
羽
し
の
ぶ
、
藤
原

浩
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
大
勢
の
人
が
そ
の
歌
声
や
ト
ー
ク
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

花
火
大
会
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
火
が

夜
空
を
カ
ラ
フ
ル
に
染
め
、
そ
の
色
と
音
に

後
押
し
さ
れ
る
よ
う
に
、
１
日
の
楽
し
い
記

憶
が
訪
れ
た
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
夏
の
思
い
出

受
賞
者
の
紹
介

金
時
祭
式
典
で
、「
金
太
郎
賞
」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
金
太
郎
賞
」
は
、
平
素
か
ら
体

力
づ
く
り
に
励
み
、
心
身
と
も
に
健

や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
に
勝
央

町
が
贈
る
賞
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体
、

ま
た
、
国
際
的
・
全
国
的
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
団
体
に
勝

央
町
体
育
協
会
が
贈
る
賞
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

（
敬
称
略
）

【
第
３０
回
金
太
郎
賞
】

忠
政
　
勇
希
（
柔
道
）

宮
浦
　
和
俊
（
剣
道
）

木
村
　
有
希
（
な
ぎ
な
た
）

山
本
　
大
貴
（
少
林
寺
拳
法
）

安
藤
　
結
捺
（
空
手
道
）

橋
本
　
圭
史
（
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
）

竹
久
　
大
貴
（
植
月
サ
ッ
カ
ー
）

池
田
　
知
由

（
吉
野
・
古
吉
野
サ
ッ
カ
ー
）

立
石
正
結
子
（
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

豊
岡
　
香
帆
（
勝
央
ボ
ー
イ
ズ
）

【
第
２４
回
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

功
労
賞

竹
内
　
琢
磨
（
少
林
寺
拳
法
指
導
者
）

優
秀
選
手
賞

植
月
　
孝
子
（
第
６０
回
国
民
体
育
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
成
年
女
子
の
部

優
勝
）

石
川
　
直
美
（
第
６０
回
国
民
体
育
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
成
年
女
子
の
部

優
勝
）

山
下
美
由
貴
（
第
６０
回
国
民
体
育
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
成
年
女
子
の
部

優
勝
）

内
海
久
美
子
（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
優

勝
）

優
良
団
体
賞

大
橋
化
学
工
業（
株
）

特
別
賞

勝
間
田
高
校
な
ぎ
な
た
部
（
第
６０
回

国
民
体
育
大
会
な
ぎ
な
た
競
技
少

年
女
子
の
部
優
勝
）

美
浪
　
末
依
（
第
６０
回
国
民
体
育
大

会
剣
道
競
技
少
年
女
子
の
部
優

勝
）

福
田
理
津
子
（
第
６０
回
国
民
体
育
大

会
剣
道
競
技
少
年
女
子
の
部
優

勝
）

田
淵
　
大
賀
（
第
２３
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
優
勝
）

養
徳
館
剣
道
部
（
全
日
本
少
年
武
道

剣
道
錬
成
大
会
優
勝
）

東
　
　
浩
子
（
中
国
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権
競
技
優
勝
）

竹
久
　
春
香
（
第
１
回
全
国
高
等
学

校
な
ぎ
な
た
選
抜
大
会
優
勝
）

笑
顔
あ
ふ
れ
る
夏
の
思
い
出

―
第
25
回
金
時
祭
―

①消防クイズに挑戦
②迫力ある太鼓演奏
③小さな金太郎のパレード行進
④フレッシュおかやまから来場者にウチワをプレゼント
⑤式典をかざってくれた勝央中学校吹奏楽部の演奏
⑥踊り屋形を囲んでのふるさと総おどり
⑦古吉野キッズが歌謡ショーの盛り上げに一役
⑧美しい音色を奏でる大正琴のスィートハーモニー
⑨大勢の人で賑わうテント村
⑩６０㎏の俵もこのとおり

③ ② ①

⑥⑨

⑧

⑩

④

⑤⑦
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月
１７
日
、
岡
山
市
で
開
催
さ
れ

た
岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
結

成
４０
周
年
記
念
大
会
で
、
岸
本
仁
吉

さ
ん
（
平
）
に
岡
山
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

岸
本
さ
ん
は
、
長
い
間
、
岡
山
県

青
少
年
育
成
県
民
会
議
の
町
指
導
員

と
し
て
、
青
少
年
育
成
運
動
の
充
実

と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
は
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

青
少
年
育
成
指
導
の
功
績
に
感
謝

岸
本
仁
吉
さ
ん（
平
）

８
月
８
日
、
町
内
５
つ
の
保
育
園
で
夏
休
み
保

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
行
わ
れ
、
勝
央
中
学
校

３
年
生
５６
人
（
男
子
２３
人
、
女
子
３３
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

吉
野
保
育
園
で
は
、
男
子
４
人
、
女
子
５
人
の

中
学
生
と
愛
育
委
員
２
人
が
参
加
し
、
園
児
た
ち

と
砂
場
あ
そ
び
や
わ
ら
べ
歌
あ
そ
び
、
プ
ー
ル
あ

そ
び
な
ど
半
日
の
交
流
を
持
ち
ま
し
た
。

参
加
し
た
池
田
貴
暁
く
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
元
気
で
、
積
極
的
に

話
し
か
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
は
、
子
ど
も

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
生
命
の
尊
さ
や
子
ど
も
ら
し

さ
を
肌
で
感
じ
、
将
来
の
母
性
や
父
性
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
愛
育
委
員
会
、
中
学

校
、
保
育
園
が
協
力
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
と
夏
あ
そ
び

夏
休
み
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

�
中
学
生
と
一
緒
に
あ
そ
ぶ
園
児
た
ち

７
月
１６
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
勝
央

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
第
２
回
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
１
年
生
１１
人
、

２
年
生
１１
人
、
３
年
生
７
人
、
卒
業
生
３

人
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

会
場
に
は
約
２
５
０
人
が
訪
れ
、
耳
に

馴
染
み
の
あ
る
曲
や
初
め
て
聞
く
曲
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
２

曲
を
含
む
１０
曲
が
演
奏
さ
れ
、
ま
た
、
音

楽
当
て
ク
イ
ズ
や

１
年
生
の
ダ
ン
ス

な
ど
、
去
年
に
引

き
続
き
工
夫
を
凝

ら
し
た
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
し

た
。会

場
か
ら
は
、
曲
が
終
わ
る
た
び
に
盛

大
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
、
会
場
と
演
奏
者

が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
披
露
▼

美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
会
場
を
包
む

第
２
回
勝
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
５
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
教
育
を

考
え
る
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
保
護
者
や
児

童
・
生
徒
た
ち
約
４
０
０
人
が
会
場
に
足
を

運
び
ま
し
た
。

美
作
・
勝
田
・
英
田
が
合
同
し
て
２
年
目

に
な
る
今
回
は
「
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
バ

リ
ト
ン
歌
手
」
の
北
田
康
広
さ
ん
を
迎
え
、

ピ
ア
ノ
演
奏
や
歌
、
ト
ー
ク
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

北
田
さ
ん
は
「
音
楽
を
通
じ
て
元
気
を
与

え
、
こ
こ
ろ
優
し
く
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
こ
ろ
の
瞳
で
正
し

い
情
報
を
見
て
ほ
し
い
」
と
自
ら
の
体
験
談

を
交
え
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

こころの瞳を開こう
教育を考えるつどい

▲
笑
顔
で
ト
ー
ク
す
る
北
田
さ
ん
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平成１４年から途絶えてい

た交流復活を願って、５月

に来町したモンゴル国ウブ

ルハンガイ県知事からの招

待により、７月７日から１４

日までの８日間、西田町長

を代表とする５人が各種記

念行事への参加とウブルハ

ンガイ県立スポーツ会館建

設に対する支援を協議する

ため、ウブルハンガイ県を

親善訪問しました。
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今
年
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
建
国
８
０

０
周
年
と
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
創
設

７５
周
年
の
記
念
の
年
に
当
た
り
、
多

彩
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。訪

問
目
的
地
、
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ

県
庁
の
あ
る
ア
ル
ワ
イ
ヘ
ー
ル
は
、

首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
車
で
約

９
時
間
の
距
離
。
ず
い
ぶ
ん
道
路
改

良
が
進
ん
だ
も
の
の
、
全
体
の
約
４

分
の
１
の
区
間
は
未
補
修
部
分
の
道

路
で
通
行
で
き
な
い
た
め
、
草
原
を

上
下
左
右
に
揺
れ
な
が
ら
走
る
こ
と

に
な
り
、
相
変
わ
ら
ず
大
変
な
移
動

と
な
り
ま
し
た
。

滞
在
中
、
た
く
さ
ん
の
行
事
に
出

席
し
た
西
田
町
長
は
、
記
念
式
典
の

あ
い
さ
つ
及
び
、
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ

県
知
事
と
の
協
議
の
中
で
、
ウ
ブ
ル

ハ
ン
ガ
イ
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
建
設

に
対
し
、
今
年
と
来
年
の
２
カ
年
で

総
額
５
０
０
万
円
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
表
明
し
、
今
後
も
将
来
の
担
い

手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
交

流
を
続
け
た
い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
県
知
事
が
来
町
中
に
提
案
し

た
恐
竜
の
化
石
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
勝
央
美
術
文
学
館
に
モ

ン
ゴ
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
の

協
議
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
も
う
１
つ
の
訪
問
目
的
で

あ
る
、
平
成
１０
年
に
共
同
資
金
で
開

校
し
た
メ
ル
ゲ
ド
小
学
校
は
、
現
在

７
５
０
人
の
生
徒
と
３５
人
の
先
生
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く

は
国
立
大
学
に
進
学
し
て
い
る
そ
う

で
、
将
来
、
日
本
と
の
架
け
橋
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
成
１３
年
に
勝
央
町
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
た
子
ど
も
た
ち
も
元
気

で
、
日
本
語
の
勉
強
に
励
み
、
近
い

将
来
、
日
本
で
学
び
た
い
と
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

物
質
的
に
豊
か
な
日
本
の
子
ど
も

た
ち
が
、
交
流
を
通
じ
て
、
心
豊
か

で
素
直
な
心
、
学
び
た
い
と
思
う
意

欲
な
ど
を
こ
れ
か
ら
取
り
戻
す
方
法

を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
訪

問
で
し
た
。

スポーツ会館建設支援の覚書にサイン

スフバートル広場で記念撮影 ナーダム祭での騎馬隊

メルゲド小学校での再会

スポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサインスポーツ会館建設支援の覚書にサイン

スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影スフバートル広場で記念撮影 ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊ナーダム祭での騎馬隊

メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会メルゲド小学校での再会

スポーツ会館建設支援の覚書にサイン

スフバートル広場で記念撮影 ナーダム祭での騎馬隊

メルゲド小学校での再会

なつかしい草原の風

勝央町訪問団
４年ぶりにモンゴルへ

県知事から西田町長に馬が
贈呈されました
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１２
回
中
国
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
競
技
（
７
／
２５
、
２６
広
島

県
三
原
市
）

（
女
子
１２
〜
１４
歳
の
部
）

優
　
勝
　
東
　
浩
子

※
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競

技
出
場

（
女
子
１５
〜
１７
歳
の
部
）

準
優
勝
　
東
　
香
里

※
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競

技
出
場

◇
全
日
本
少
年
武
道
剣
道
錬
成
大

会
（
７
／
３０
日
本
武
道
館
）

優
　
勝
　
養
徳
館

８月４～６日、大阪府豊中市で行

われた平成１８年度全国高等学校総合

体育大会なぎなた競技で、勝間田高

校が団体競技でみごと栄冠を勝ち取

りました。

勝間田高校のなぎなた団体競技優

勝は、１１年ぶりで７回目になります。

また、８月１１日、勝間田高校なぎ

なた部の生徒５人が勝央町役場を訪

れ、西田町長に優勝の報告をしまし

た。

勝間田高校
なぎなたで栄光をつかむ！
平成18年度全国高等学校総合体育大会

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
し
込
み
と
受
け
取
り
は

勝
央
町
で

平
成
１８
年
１０
月
２
日
以
降
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

（
申
し
込
み
）
と
交
付
（
受
け
取
り
）
の
窓
口
は
、
岡
山

県
（
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
及
び
、
各
県
民
局
・
支

局
）
か
ら
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
に
変
わ
り
ま
す
。

・
申
請
で
き
る
の
は
、
勝
央
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

人
で
す

・
本
人
申
請
が
原
則
で
す

・
申
請
に
必
要
な
書
類

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

１
枚

②
戸
籍
謄
（
抄
）
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
通

③
写
真
（
規
格
に
あ
っ
た
も
の
）

１
枚

④
官
製
は
が
き
（
未
使
用
の
も
の
）

１
枚

⑤
身
元
確
認
の
た
め
の
書
類
（
コ
ピ
ー
不
可
）

１
種
類
、
ま
た
は
２
種
類

⑥
前
回
の
パ
ス
ポ
ー
ト

⑦
印
か
ん

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

⑧
手
数
料
　

１０
年
用
旅
券：

岡
山
県
証
紙

２，
０
０
０
円

収
入
印
紙

１
４，
０
０
０
円

５
年
用
旅
券：

岡
山
県
証
紙

２，
０
０
０
円

収
入
印
紙
　

９，
０
０
０
円

※
申
請
書
、
写
真
及
び
、
身
元
確
認
の
た
め
の
書
類

は
、
厳
密
な
取
り
扱
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
し
込
み
か
ら
受
け
取
り

ま
で
に
は
、
土
・
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
い
て
８
日
間

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
　
�
３８
―
３
１
１
６

【
窓
口
の
場
所
】

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▲優勝の喜びをかみしめる養徳館の選手たち



平成１８年９月３０日まで（現行）� 平成１８年１０月１日から�

老
人
医
療
費
給
付
制
度�

心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
制
度�

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
制
度�

対　　　象　　　者�

６８歳及び、６９歳で、町民税均
等割課税以下の世帯の人�
�
６５歳以上７０歳未満で�
　①寝たきり老人�
　②ひとり暮らし老人�
�
�
�
【所得制限】�
　社会保険加入者で被保険者本人
の場合は所得制限あり�
（老齢福祉年金の所得制限を適用）�

①身体障害者手帳１級、２級また
　は３級を所持している人�
②療育手帳Ａを所持している人�
�
�
�
【所得制限】�
　なし�

①ひとり親家庭の親及び、児童�
②父母のない児童及び、その児童
　を養育している配偶者のない女
　子または６５歳以上の配偶者の
　ない祖父�
（児童は１８歳未満）�
�
【所得制限】�
　ひとり親家庭の親等に所得制限
あり�
（所得税非課税）�

自己負担額�

一部負担�
（定率）�

な　し�

一部負担�
（定額）�

対　　　象　　　者�

昭和１３年９月３０日以前生まれ
の７０歳未満で、町民税均等割課
税以下の世帯の人�
�
昭和１６年９月３０日以前生まれ
の７０歳未満で�
　①寝たきり老人�
　②ひとり暮らし老人�
�
【所得制限】�
　社会保険加入者で被保険者本人
の場合は所得制限あり�
（老齢福祉年金の所得制限を適用）�

①身体障害者手帳１級、または２
　級を所持している人�
②療育手帳Ａを所持している人�
③身体障害者手帳３級かつ療育手
　帳Ｂを所持している人�
�
【所得制限】�
　老齢福祉年金の所得制限を適用�
　ただし、上記①②③の人で現行
対象者については、所得制限によ
り対象外となっても平成２０年度
までは対象者となります。�

①ひとり親家庭の親及び、児童�
②父母のない児童及び、その児童
　を養育している配偶者のない者�
（児童は１８歳未満）�
�
【所得制限】�
　すべての受給対象者に所得制限
あり�
（所得税非課税）�
　ただし、現行対象者については、
所得制限により対象外となっても、
平成２０年度までは対象者となり
ます。�

自己負担額�

一部負担�
（定率）�

一部負担�
（総医療費　�
　　の１割）�

一部負担�
（総医療費　�
　　の１割）�

�
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医療費給付制度が変更されます
平成１８年１０月１日から老人医療費給付制度、心身障害者医療費給付制度、ひとり親家庭等医療費給付制度が下

表のとおり変更となります。

また、１０月１日からも引き続き心身障害者医療費、ひとり親家庭等医療費の対象となる人には、９月中に新し

い受給者証を郵送する予定です。（老人医療費の対象者は、現在の受給者証をお使いください）

�問い合わせ先　勝央町役場税務住民部　�３８－３１１５
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実
践
し
よ
う

認
知
症
を

予
防
す
る
た
め
に

〜
日
々
の
心
が
け
で
健
や
か
な
脳
に
〜

認知症を予防するために、脳を健やかに保つ生活をはじめま

せんか？

ポイントは、「健康なからだ」と「脳を使う生活」です。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
３８
―
３
０
２
８

人
に
頼
ら
な
い
生
活

お
金
の
管
理
や
計
画
の
運
営
な
ど

を
人
任
せ
に
せ
ず
、
自
分
で
行
い
ま

し
ょ
う
。
脳
は
使
わ
な
い
と
、
ど
ん

ど
ん
衰
え
ま
す
。

健
康
な
か
ら
だ
を
保
つ

ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
寝
た
き
り

は
、
認
知
症
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

か
ら
だ
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
脳
も
健

康
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦

毎
日
同
じ
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
う

と
、
脳
の
意
志
決
定
を
つ
か
さ
ど
る

人
づ
き
あ
い
は
大
切

人
と
交
流
す
る
と
、
脳
が
活
発
に

働
き
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
会
話
を

絶
や
さ
な
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

部
分
、
前
頭
前
野
が
刺
激
さ
れ
ず
、

脳
の
機
能
が
衰
え
ま
す
。
生
涯
に
わ

た
る
趣
味
や
仕
事
を
持
ち
、
常
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

役
立
つ
！
こ
ん
な
習
慣
！！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
は
脳
の
血
流
を
増
し
ま
す
。

足
に
負
担
を
か
け
な
い
、
サ
イ
ズ

の
合
っ
た
靴
を
履
い
て
行
い
ま
し
ょ

う
。
毎
日
３０
分
く
ら
い
、
や
り
や
す

い
時
間
帯
に
行
う
の
が
お
勧
め
で

す
。も

も
上
げ
体
操

歩
く
と
き
に
歩
幅
が
狭
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
背
骨
と
太
も
も
の
骨

（
大
腿
骨
）
を
結
ぶ
「
腸
腰
筋
」
を

鍛
え
る
と
、
足
が
上
が
り
や
す
く
な

り
、
歩
幅
が
広
く
な
っ
て
転
倒
し
に

「
短
い
昼
寝
」と

「
夕
方
の
運
動
」

短
い
昼
寝
（
午
後
１
時
〜
３
時
の

間
で
３０
分
程
度
）
と
夕
方
の
運
動
は
、

睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
脳
の
健
康

に
役
立
ち
ま
す
。

く
く
な
り
ま
す
。

イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
ま
り
、

腰
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
、
太
も

も
を
３
秒
か
け
て
持
ち
上
げ
ま
す
。

両
足
そ
れ
ぞ
れ
１０
回
程
度
を
２
セ
ッ

ト
行
い
ま
す
。

頻
度
は
週
２
回
程
度
が
目
安
で

す
。（
１
回
行
っ
た
ら
、
２
日
程
度

休
み
ま
し
ょ
う
）



こ
れ
ま
で
は
、
障
害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
っ

て
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
成
立
に
よ
り
、
障
害
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

○
対
象
者

・
身
体
障
害
者

・
知
的
障
害
者

・
精
神
障
害
者

・
障
害
児

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
自
宅
で
の
家
事

援
助
や
身
体
介
護
）

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
日
中
の
活
動
の
場
と
し
て
就
労
支
援
を
目
的

と
し
た
施
設
（
作
業
所
）
や
憩
い
の
場
（
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
へ
通
所
す
る

サ
ー
ビ
ス

・
施
設
へ
の
入
所
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障害者自立支援法にそったサービスが
10月から本格的に始まります

障害があるために、日々困っている皆さん、ご相談ください。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
人
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
て

は
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
話

を
聞
い
て
み
た
い
、
相
談
し
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

利
用
で
き
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
が
増
え
ま
す

サ
ー
ビ
ス
決
定
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
各

市
町
村
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
勝
央
町
に
置
か
れ
る
審
査
会
で
審
査
・

判
定
が
行
わ
れ
、
ど
の
程
度
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

な
状
態
か
（
障
害
程
度
区
分
）
が
決
め
ら
れ
ま

す
。

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

障
害
者
、
ま
た
は
障
害
児
の
保
護
者
が
勝
央

町
に
申
請
を
行
い
、
支
給
決
定
等
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
「
増
大
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
費

用
を
み
ん
な
で
負
担
し
、
支
え
合
お
う
」
と
い

う
理
念
に
基
づ
い
て
、
原
則
と
し
て
費
用
の
１

割
を
利
用
者
が
支
払
い
、
残
り
の
９
割
を
町
な

ど
が
負
担
す
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。（
た

だ
し
、
利
用
者
が
負
担
す
る
額
に
つ
い
て
は
、

所
得
等
に
応
じ
て
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
）

公
平
に
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
よ
う
に

基
準
が
設
け
ら
れ
ま
す

サ
ー
ビ
ス
利
用
に

１
割
の
負
担
が

必
要
に
な
り
ま
す

麻しん・風しん予防接種が
一部変更になりました

４月号広報紙でお知らせした変更が、さらに次のとおり変更され

ました。

①第１期で、麻しん・風しんのどちらか、または両方を接種した人

でも、第２期ではＭＲ混合ワクチンを接種することができます。

（接種することをお勧めします）

②ＭＲ混合ワクチンだけではなく、麻しん・風しんの単独接種が可

能となりました。

�問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
ま
だ
生
ま
れ
て
間
も

な
い
法
律
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
変
更
さ
れ
な

が
ら
充
実
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、

生
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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心
へ
の
栄
養
補
給
を
し
て
い
ま

す
か
。
日
々
の
中
で
自
分
な
り
の

楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
、
部
屋

の
模
様
替
え
や
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン

ジ
を
し
て
み
た
り
…
。
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
で
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

う
つ
や
不
安
を

軽
く
す
る
た
め
に

・
も
の
の
見
方
や

受
け
取
り
方
を
変
え
て
み
る

同
じ
体
験
を
し
て
も
、
人
そ
れ
ぞ

れ
感
じ
方
が
違
う
よ
う
に
、
自
分
の

考
え
方
を
ち
ょ
っ
と
意
識
し
て
変
え

る
だ
け
で
、
同
じ
体
験
を
違
う
気
持

ち
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
）
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
た
体
験
が

「
も
う
ダ
メ
だ
！
」「
自
分
は
ダ
メ

な
人
間
だ
！
」
と
自
分
を
追
い
詰

め
る
の
は
×
。「
ま
ぁ
、
こ
ん
な

と
き
も
あ
る
か
」
と
開
き
直
る
の

が
◎
。
自
分
の
気
持
ち
を
楽
な
方

へ
持
っ
て
い
く
癖
を
つ
け
よ
う
。

・
家
族
や
友
人
と
一
緒
に

過
ご
す
、相
談
す
る

話
を
し
て
も
解
決
で
き
な
い
こ

と
で
も
、
話
を
す
れ
ば
不
思
議
と

気
分
が
す
っ
き
り
し
た
り
、
問
題

が
整
理
で
き
ま
す
。

・
心
身
に
休
養
や

心
地
よ
い
刺
激
を
与
え
る

自分流の心の健康づくり
うつや不安は、誰もが抱えるものです。こうした心との折り合いをつけ、うまく付き合いながら

自分流の心の健康づくりが今、大切です。

★
第
２
回
講
座

▼
日
　
時

１０
月
２０
日（
金
）

１４
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

▼
講
　
演

「
心
の
健
康
に
つ
い
て

〜
酒
量
が
増
す
こ
と
に
よ
る

体
と
心
の
影
響
に
つ
い
て
〜
」

▼
講
　
師
　

体
験
談

津
山
断
酒
新
生
会
員

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

河
本
泰
信
氏

（
岡
山
県
立
岡
山
病
院
医
師
）

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
第
３
回
講
座

▼
日
　
時

１１
月
１５
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

▼
講
　
演

「
壮
年
期
か
ら
高
齢
期
の

心
の
健
康
に
つ
い
て
」

▼
講
　
師

石
原
武
士
氏

（
岡
山
大
学
付
属
病
院
医
師
）

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
の
健
康
づ
く
り県

民
講
座

心
の
健
康
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
や
自

分
の
心
の
癖
を
知
り
ま
せ
ん
か
。

★
第
１
回
講
座

▼
日
　
時

９
月
２７
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

▼
講
　
演

「
自
分
の
性
格
を
知
ろ
う
」

▼
講
　
師

谷
原
政
之
氏

（
岡
山
市
林
病
院
臨
床
心
理
士
）

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
対
象
者

原
則
と
し
て
３
講
座
す
べ
て
受
講

で
き
る
人
（
３
講
座
す
べ
て
受
講
で

き
な
い
人
は
、
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ

さ
い
）

▼
募
集
人
数

４０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限

９
月
１４
日（
木
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
英
保
健
所
保
健
課
保
健
対
策
班

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

★
交
流
会

「
げ
ん
き
に
な
ろ
う
や

フ
ェ
ス
タ
」

▼
日
　
時

１１
月
９
日（
木
）

９
時
３０
分
〜
１６
時

▼
場
　
所

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ



探しています

ノースヴィレッジ
　　イベント情報
ノースヴィレッジ
　　イベント情報

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

9月の

朝市とフリーマーケットを同時開催。朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物や特新鮮な農産物や特�
産加工品、産加工品、衣類、衣類、日用品やおもちゃなど各種ありますよ。日用品やおもちゃなど各種ありますよ。�

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット
ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

9月1717日�日�　9：0000～1414：00�00�
場所場所：ノースヴィレッジ駐車場ノースヴィレッジ駐車場�

連絡先：朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　連絡先：朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234�
　　　　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　　　　　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物や特�
産加工品、衣類、日用品やおもちゃなど各種ありますよ。�

9月17日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

連絡先：朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234�
　　　　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�

《ジャンボかぼちゃ重さ当てクイズラリー》

内　容　園内数カ所に設置したジャンボか

ぼちゃの重さを当てよう！正解者

の中から抽選で５人にステキな賞

品をプレゼント。

期　間　９月２日（土）～１０日（日）

《山野草展》

内　容　季節の山野草の展示・即売会を開

催

日　時　９月９日（土）、１０日（日）

９：００～１６：００

場　所　ファーマーズハウス

《銀のアクセサリーづくり体験教室》

内　容　銀粘土を使った銀のアクセサリー

づくり体験教室を開催（有料）

日　時　９月１０日（日）１２：００～１５：００

場　所　いこいの館

《さつまいも掘り体験》

内　容 「秋の味覚さつまいも」を掘り採っ

て、お持ち帰りいただけます。

期　間　９月１６日（土）～１８日（月）、

２３日（土）～２４日（日）

時　間 １４：００～１５：００

料　金 ３００円／１㎏

2006.9月号�しううおょしううおょ広
報13 2006.9月号�しううおょしううおょ広

報 12

お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

募
集�

▼
利
用
期
間

平
成
１９
年
４
月
〜
平
成
２０
年
３
月

▼
利
用
料
金

１
日
当
た
り

（
冷
暖
房
・
備
品
使
用
料
込
）

・
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

３，
０
０
０
円
（
６，
０
０
０
円
）

・
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２

１，
０
０
０
円
（
２，
０
０
０
円
）

※
（

）
内
は
、
町
外
の
個
人
・
団

勝
央
美
術
文
学
館

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
者
募
集

お
知
ら
せ�

勝
間
田
高
校
１
年
生
の
生
徒
た
ち

が
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
子
育
て

の
喜
び
や
大
変
さ
、
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ
「
高
校
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ

あ
い
体
験
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た
い

と
お
思
い
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

９
月
２２
日（
金
）、
１０
月
６
日（
金
）

と
も
に
、
１０
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

高
校
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の

ふ
れ
あ
い
体
験
参
加
者
募
集

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
岡
山
県
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

９
月
１７
日（
日
）

９
時
３０
分
〜

▼
場
　
所

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
岡
山
市
御
津
伊
田
２
７
５
０
）

岡
山
県
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

勝
英
保
健
所
で
は
、
難
病
で
お
困

り
の
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
難

病
医
療
福
祉
相
談
会
と
難
病
患
者
・

家
族
交
流
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
日
　
時

１０
月
４
日（
水
）

９
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

▼
場
　
所

美
作
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
美
作
市
北
山
３
９
０
―
２
）

▼
申
込
期
限

９
月
２２
日（
金
）

難
病
医
療
福
祉
相
談
会

難
病
患
者
・
家
族
交
流
会

調
停
委
員
が
次
の
と
お
り
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
事
柄
に

つ
い
て
は
、
秘
密
は
堅
く
厳
守
し
ま

す
。

▼
日
　
時

９
月
１５
日（
金
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

▼
相
談
内
容

土
地
・
家
屋
・
金
銭
貸
借
・
交
通

無
料
調
停

相
談
会

▼
内
　
容

犬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
、
猫

の
飼
い
方
講
習
会
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�
０
８
６
７
―
２４
―
９
５
１
２

事
故
等
の
民
事
に
関
す
る
問
題
、
結

婚
・
離
婚
・
相
続
等
の
家
事
に
関
す

る
問
題

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
津
山
支
部

�
２２
―
９
３
２
６

使い捨てカイロが
可燃ゴミに！

小型不燃ゴミ処理方法の変更により、１０月

から使い捨てカイロの分別が、小型不燃ゴミ

（唐津・ガラス類）から可燃ゴミに変わりま

す。

ご協力をよろしくお願いします。

�問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

日
本
下
水
道
協
会
岡
山
県
支
部
で

は
、
次
の
と
お
り
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
行
い
ま

す
。

▼
受
付
期
間

９
月
４
日（
月
）〜
１５
日（
金
）

▼
試
験
日

１１
月
１２
日（
日
）

▼
場
　
所

作
陽
高
校

▼
そ
の
他

平
成
１９
年
度
の
試
験
の
実
施
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
受
験
講
習
会

・
日
　
時

１０
月
２５
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

１０
月
２６
日（
木
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

・
場
　
所

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
上
下
水
道
部

�
３８
―
３
１
１
７

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

津
山
圏
域
消
防
組
合
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
限
　
９
月
２０
日（
水
）

▼
第
１
次
試
験
日
　
１０
月
１５
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
内
職
員
任
用
委
員
会

�
３１
―
１
２
５
９

津
山
圏
域
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

勝
央
美
術
文
学
館
で
は
、
次
の
と

お
り
芸
術
さ
ん
ぽ
講
座
に
参
加
す
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
実
施
日

１０
月
１８
日（
水
）

▼
見
学
先
　

島
根
県
立
美
術
館
・
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
美
術
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内
勤
務
の

芸
術
さ
ん
ぽ

講
　
座

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
英
保
健
所
保
健
課
保
健
対
策
班

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

講
座�

平
成
１８
年
度
の
法
令
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
自
動
車
等
、

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ

ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

・
９
月
８
日（
金
）

１９
時
〜

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
９
月
９
日（
土
）

１９
時
〜

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

道
路
交
通
法

法
令
講
習
会

休園日：毎週火曜日

人
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
受
講
料

５，
０
０
０
円
（
申
し
込
み
の
際

に
、
勝
央
美
術
文
学
館
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

▼
定
　
員

３０
人
（
２５
人
以
上
で
実
施
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
そ
の
他

電
話
で
の
参
加
申
し
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
美
術
文
学
館

�
３８
―
０
２
７
０

体
が
使
用
の
場
合

▼
申
込
期
限

１１
月
３０
日（
木
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
美
術
文
学
館

�
３８
―
０
２
７
０

9月18日（月）
ゴミ収集地区の皆さんへ

９月１８日（月）は祝日のため、２０日（水）に燃えるゴ

ミ、２０日（水）～２２日（金）に資源ゴミ（プラスチック

製容器包装）を収集します。

なお、燃えるゴミ、資源ゴミ（プラスチック製容器

包装）とも２０日（水）に、各地区の決まった時間内にそ

れぞれの収集場所に出してください。

�問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２
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勝央　　術文学館 勝 央　　書 館美 図

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

「ピリカ、おかあさんへの旅」

（越智典子 文・沢田としき 絵／福音館書店）

ここはさけの集

まる北の海。ピリ

カは４歳で、さけ

の中ではもうりっ

ぱな大人です。ピ

リカたちは自分た

ちが生まれた故郷

の川に向かって

まっすぐ泳いでい

きます。広い海を渡るときには、食べられたり、仲間

とはぐれたりと、危険がいっぱいですが、おかあさん

の声となつかしい匂いにさそわれて、川へとのぼって

いきます。この本ではさけの一生がいきいきと描かれ

ていて、命について考えさせられる１冊です。

◆おはなしたいむ

絵本や紙芝居の読み聞かせをします。

・日　時：９月２７日（水）

１１時～ ３０分程度

・場　所：勝央図書館

・「船泊まりまで」（片山恭一 著／小学館）

・「優しい子よ」（大崎善生 著／講談社）

・「予算内で賢く家を建てる１５７のコツ」

（主婦の友社）

・「ステラのえほんさがし」

（リサ・キャンベル・エルンスト 作・

藤原宏之 訳／童心社）

・「しんた、ちょうたのすっとび！かごどうちゅう」

（飯野和好 作／学習研究社）

・「四季のたのしいおりがみ事典」

（山口真 著／ナツメ社）

児 童 書

一 般 書

新着案内

今月のイベント

おすすめの１冊
【特別展示室】
木村毅と明治　其の一

－海外に活躍した明治の女性－
（～９月２７日�）

木村毅と明治　其の二
－自筆原稿に見る雑誌投稿作品－

（９月２９日�～１２月１７日�）
【展示室】
コレクション展Vol.１２
「郷土の画家シリーズ

－独立美術協会の作家たち－」
（９月９日�～１２月１７日�）

【町民ギャラリー１】
りある2 椿 苑×池田誠史　展

（９月９日�～１０月１５日�）
【町民ギャラリー２】
丸尾行雄遺作展（９月９日�～１０月１５日�）

りある2 椿 苑×池田誠史　展
椿 苑（岡山市在住）と池田誠史（大阪府在住）
は、細密なタッチで意欲的に作品を発表している若
手作家です。池田誠史は、“油絵具”という匂いと
弾力のある素材に特にこだわり、ボトルや果物など
日常の品々を、１６世紀末～１８世紀の西洋におけるバ
ロック的ともいえる豊穰な匂いをさせて描き出して
います。一方、椿 苑は、同じ油彩画でありながら、
江戸中期の琳派を想わせるような大胆な構図で、一
切の余分な要素をそぎ落とし、クローズアップ的な
独自の手法を用いて、描く対象である“自然”に超
自然的な力を与えています。
“油彩”・“細密描写”という共通の手法でありな
がら、全く対照的な印象を与えるこの２人の作品は、
古来より芸術家たちが追求してきた「アートにとっ
て真の“リアル”さとは何か？」という命題を、私
たちに改めて投げかけてくれることでしょう。

今月のトピック

今月の展示

「美観地区／倉敷川沿い／オト
コヤナギ」椿 苑 ２００４年
（麻紙・水彩・油彩／１１６．８×
１１６．８㎝）

2006.9月号�しううおょしううおょ広
報 14

「Thought」池田誠史 ２００６年（パ
ネル・油彩／７２．７×９０．９㎝）
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あれこれリサイクル法あれこれリサイクル法あれこれリサイクル法
わたしたちのまちを守っていこう�

環境ゴミ問題　シリーズ�

ま
と
め

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
た

く
さ
ん
の
資
源
を
使
っ
て
も

の
を
つ
く
り
、
使
い
捨
て
な

が
ら
便
利
で
快
適
な
生
活
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
資
源
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
特
に
日
本
は

天
然
資
源
に
乏
し
い
国
で
、

石
油
は
約
９９
・
６
％
、
ア
ル

ミ
や
鉄
は
１
０
０
％
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
資

源
の
中
で
、
無
駄
を
な
く
す

「
循
環
型
社
会
」
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
美
し
い
環
境
と

豊
か
で
恵
ま
れ
た
生
活
を
未

来
へ
と
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私

た
ち
１
人
ひ
と
り
の
役
割
で

あ
り
、
使
命
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Ｑ．スナック菓子やレト

ルト食品の袋は資源ゴ

ミ？不燃ゴミ？

Ａ．資源ゴミになります

ので、資源ゴミ（プラス

チック製容器包装）に出し

てください。

Ｑ．さびた金属類も資源

ゴミ？

Ａ．さびた金属類は資源

ゴミではありません。小型

不燃ゴミ（金属類）になり

ます。

このゴミどう出すの？

こ
れ
ま
で
の
「
使
い
捨
て
社
会
」
か
ら
「
循
環
型
社
会
」
へ
と
移
行
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
と
な
る

考
え
方
が
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
で
す
。
３
Ｒ
と
は
、
ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ

デ
ュ
ー
ス：

物
を
大
切
に
し
て
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
）、
ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー

ス：

繰
り
返
し
使
う
）、
ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル：

再
び
資
源
と
し

て
使
う
）
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

現
在
、
施
行
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
中
で
、
生
活
に
馴
染
み
の
深
い

も
の
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

■容器包装リサイクル法�
（平成９年４月開始）�

　ガラスびんやペットボトル、プラ
スチック製容器包装などを市町村が
収集・保管し、リサイクル業者が新
たな資源へと生まれ変わらせます。�

◆使い終わった容器や包装
は、市町村のルールに従
い分別して出しましょう。�

■食品リサイクル法�
（平成１３年５月開始）�

　食品の製造・加工・販売をする人が
対象となります。食品の売れ残りや製
造・調理のときに出たくずを油脂加工・
肥料・バイオマスに利用します。�

◆つくりすぎない、買いす
ぎない、頼みすぎないよ
うに気をつけましょう。�

■家電リサイクル法�
（平成１３年４月開始）�

　エアコン、テレビなどの家電製
品をリサイクル業者が鉄・銅・ア
ルミなどを資源としてリサイクル
します。�

リサイクル料金の一例（税込）�
エアコン：3,675円�
冷蔵庫・冷凍庫：4,830円�
テ レ ビ：2,835円�
洗 濯 機：2,520円�

■自動車リサイクル法�
（平成１７年１月開始）�

　自動車の鉄やガラスなどを新し
い製品に生まれ変わらせます。ま
た、リサイクル料金の支払いが始
まりました。�

リサイクル料金の支払い時期�
◆新車は、購入時に支払います。�
◆現在使用中の自動車は、制度スタート
後最初の車検時までに支払います。�

◆車検前に廃車になる場合は、廃車時に
支払いが必要です。�

■資源有効利用促進法�
（平成１５年１０月開始）�

　平成１５年１０月以降に買ったパソコンには、「回収・
リサイクル料金」が含まれ、「ＰＣリサイクルマーク」
がついています。なお、マークがついていないパソ
コンは、排出時に料金がかかります。�

◆充電式電池（小型二次電池）
もリサイクルできます。充
電式電池が使われている製
品には、携帯電話、デジタ
ルカメラなどがあります。�

■建設リサイクル法�
（平成１４年５月開始）�

　業者から分別解体の計画の説明を
聞き、分別解体とリサイクルにかか
る費用を支払います。分別解体など
の計画を都道府県に届けます。�

◆工事終了後には、業者から正
しくリサイクルされたかの報
告を受けます。工事は、建設
業許可や解体工事登録を受け
た業者に依頼しましょう。�



サ
イ
モ
ン
勝
央
記�

第�

号�

61

2006.9月号�しううおょしううおょ広
報 16

勝
央
短
歌
会
八
月
例
会
詠
草
抄

胃
カ
メ
ラ
検
査
明
日
に
迫
り
て
不
安
な
れ
ば
亡
き
夫
の
写
真
に
い
く
た
び
も
問
ふ

青
井
千
賀
江

幾
年
も
成
ら
ざ
り
し
柚
子
の
古
き
木
に
数
多
微
か
な
実
を
見
出
で
た
り

石
川
　
　
都

海
の
幸
豊
か
に
桜
咲
き
匂
ふ
利
尻
に
真
冬
の
厳
し
さ
想
う

板
倉
　
淑
子

辻
褄
の
合
わ
ぬ
対
話
を
繰
り
返
す
難
聴
の
己
れ
を
疎
み
つ
つ
座
す

板
坂
多
美
子

な
す
と
ま
と
札
を
読
み
ゆ
く
四
歳
の
曾
孫
が
す
い
か
に
万
歳
を
す
る

植
月
　
郁
子

手
を
あ
げ
て
あ
や
ふ
き
足
の
三
歩
四
歩
曾
孫
や
う
や
く
わ
れ
に
取
り
つ
く植

月
　
澄
子

出
荷
の
鯉
百
キ
ロ
の
荷
を
と
と
の
へ
て
即
席
味
噌
汁
の
朝
餉
に
向
か
ふ

岸
本
　
睦
美

今
宵
田
に
鳴
か
ぬ
蛙
は
天
の
川
の
雫
を
う
け
て
星
を
祀
る
か

河
本
　
啓
子

嫁
ぐ
わ
れ
を
案
じ
て
父
の
し
た
た
め
し
文
読
み
て
泣
く
六
十
年
経
て

竹
久
　
郁
子

正
座
し
て
笹
百
合
活
く
る
ひ
と
と
き
は
憂
さ
を
忘
れ
て
高
き
香
に
酔
ふ

寺
坂
　
　
満

長
雨
の
止
む
暫
ら
く
を
草
刈
れ
ば
山
よ
り
降
り
し
蜻
蛉
飛
び
交
ふ

田
と
よ
子

黒
豆
は
蒔
き
て
終
へ
た
り
畦
に
座
り
青
豆
を
蒔
く
位
置
を
思
ひ
ぬ

濱
田
　
君
子

初
め
て
の
金
瓜
孫
へ
の
荷
に
入
れ
て
味
見
よ
ろ
し
く
と
手
紙
を
添
へ
る

檜
尾
ふ
さ
子

町
に
残
る
男
一
人
の
友
を
誘
ひ
東
京
の
友
の
個
展
見
に
ゆ
く

福
島
　
文
子

し
あ
わ
せ
に
遠
き
一
世
を
送
り
た
る
伯
母
を
葬
り
ぬ
薄
ら
陽
の
な
か

福
田
　
治
子

紫
陽
花
も
夏
コ
ス
モ
ス
も
盛
る
な
り
わ
れ
は
勢
ひ
て
畦
草
を
刈
る

光
石
　
和
子

夜
を
徹
し
妻
を
求
め
る
牛
蛙
の
地
に
響
く
声
が
わ
れ
を
寝
ね
し
め
ず

田
み
や
子

眉濱眉濱

This month I turned on my air-con-
ditioner and thought about what to
write.  But lacking inspiration I took a
short walk instead.  During my walk I
started thinking about weather
extremes in August.  That means
summer for us in Japan, but winter in
New Zealand.

When I taught in Ehime, there was
an annual trip to New Zealand for
JHS students.  When they returned
they gave speeches about their expe-
riences there.  My Japanese was a lot
weaker then, so I didn’t understand
all of what was said.  But I do
remember one girl’s comments.

Misaki was born in August and
every year celebrated her birthday in
the middle of the hot and humid
Ehime summer.  When she went to
New Zealand, she played in the snow
on her birthday for the first time.
It left a big impression on her.
Spending Christmas or your birthday
in a different season it can be quite
an experience.  If you haven’t yet,
then you have something to look for-
ward to.

AUGUST = SWIMMING ? SKIING? 「８月は水泳？スキー？」

今回、私はエアコンを入れてから記事を書き始め

ようと思いました。しかし、名案を思いつかないの

で、散歩に行きました。散歩の途中で、８月の両極

端の気候について考え始めました。８月といえば、

日本は夏で、ニュージーランドは冬です。

愛媛にいるとき、毎年、中学生を対象とした

ニュージーランドへの研修旅行がありました。参加

した生徒たちは帰ってから発表会をしました。その

とき、私の日本語はまだまだなので、生徒たちの話

を全部は理解できませんでした。しかし、私は１人

の女の子の発表をよく覚えています。

美咲さんは８月生まれで、毎年、愛媛の暑い夏の

中で誕生日を祝いました。ニュージーランドに行っ

たとき、誕生日に初めて雪の中で遊ぶことができま

した。それは美咲さんにとっては印象深いものでし

た。もし、同じようにクリスマスや自分の誕生日を

違う季節で過ごしたら、よい経験になると思います。

まだだったら、これからの楽しみですね。
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■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　粟井　泰生（亡父　三郎）

◇勝間田　杤山　博　（亡父　竜門　豊）

◇畑　屋　野上　文秀（亡父　三平）

◇小矢田　西田文麿呂（亡姉　一二三）

◇小矢田　安藤　正美（亡父　芳夫）
小矢田老人クラブにも

◇植月東　石川　昭三（亡父　正夫）

◇植月東　山下　純一（亡父　敬一郎）
下石生部落にも

◇豊久田　宮本　将臣（亡祖父　輝男）

◇石　生　鷹取　節子（亡夫　侃祐）
南光荘、河原石生老人クラブ、古吉野ゲー
トボール会にも

◇為　本　安東　重幸（亡母　たけよ）
南光荘にも

◇岡山市　岡本　克巳（亡母　ふみゑ）

■勝央苑へ
◇美　野　檜尾　行雄（亡父　正勝）

■勝央町へ
◇勝間田　神尾　實

人の動き 平成１８年８月１日現在

人　口　１１，５０６人（前月比　±０）

男　５，５２７人　　女　５，９７９人

世帯数　３，９５８世帯（前月比　＋１１）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国民年金保険料は定額で月 １々３，８６０
円（平成１８年度）を毎月納付しなけれ
ばなりませんが、翌年３月分までの保
険料をまとめ払いすると、保険料額が
割引きされる「前納制度」があります。
毎月納めるよりお得なうえ、納め忘れ
も防ぐことができ、とても便利です。
例えば、平成１８年１０月分から翌年３月分まで（６カ
月分）を毎月納付すると８３，１６０円（１３，８６０円×６カ月）
ですが、まとめて納付（前納）すると８２，４８０円となり
６８０円お得になります。なお、この場合の納付期限は
１０月３１日となりますのでご注意ください。
（平成１９年３月までの期間のすべての定額保険料を

前納する場合）

※前納をご希望の人は、社会保険事務所までお申し出
ください。前納納付書を送付します。保険料の一部
免除が承認された人は、一部保険料の前納もできま
す。
詳しくは、津山社会保険事務所（�３１－２３６３）
へお問い合わせください。

国民年金保険料は
前納がお得です！

国
民
年
金

だ
よ
り

央勝かやわさ

眞下　　晃
あきら

さん
（平／２３歳）

★お仕事は？
東和薬品（株）で、薬の製造をしています。
★趣味は？
スノーボードが好きで、よく鳥取県まで行
きます。また、バレーボールも津山リーグに
参加してやっています。
★理想の異性は？
音楽や笑いのツボが同じで、話が合う人。
★今、やりたいことは？
カナダに行ってスノーボードをやりたいで
す。
★最近の出来事は？
バレーボールの津山リーグで７位になりま
した。また、バドミントンも再び始めました。
★まちに一言
みんなが集まるような祭りやイベントに力
を入れて、もっと活性化させてもらいたいで
す。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
央
町
在
住
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
人
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
勝
央
町

役
場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

徳徳徳徳

10月分から�

11月分から�

12月分から�

1月分から�

2月分から�

前納額�

82,480円�

68,850円�

55,170円�

41,440円�

27,670円�

割引額�

680円�

450円�

270円�

140円�

50円�

納　付　期　限�

平成18年10月31日�

平成18年11月30日�

平成19年 1月 4日�

平成19年 1月31日�

平成19年 2月28日�

�
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

は
、う
ち
わ
の
製
作
、福
祉
実
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
菓
子
の
製
造
体
験

実
習
に
参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は

「
最
初
と
ま
ど
っ
た
け
れ
ど
、て
い
ね

い
教
え
て
も
ら
い
、
何
と
か
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ッ
キ
ー
づ

く
り
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
勝
間
田

高
校
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
り
ま
し

た
」と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
制
勝
間
田
高
校
は
来
年
で
３
年

目
を
迎
え
ま
す
。勝
間
田
高
校
で
は
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
と
多
様
な

人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
、
地
域

と
の
連
携
、
情
報
発
信
を
図
り
な
が

ら
、
学
習
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

レ
ン
ド
リ
ー
ス
ク
ー
ル

〜
友
だ
ち
を
大
切
に
〜

勝
間
田
小
学
校

フ

み

▼
今
年
の
金
時
祭
は
と
て
も
暑
い
１
日
で

し
た
。
そ
れ
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
押
し

寄
せ
、
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
表

紙
の
写
真
は
、
そ
の
と
き
の
よ
う
す
で
す
。

会
場
は
ど
こ
を
見
て
も
笑
顔
ば
か
り
。
レ

ン
ズ
越
し
に
見
な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
る
手
に
も
自
然
と
力
が
入
り
ま
し
た
。

『
笑
顔
の
数
だ
け
祭
り
が
あ
る
』
と
題
し
た

今
月
号
の
表
紙
で
す
が
、
あ
な
た
に
と
っ

て
は
ど
ん
な
祭
り
に
な
り
ま
し
た
か
？

▼
今
月
号
広
報
紙
で
勝
央
町
訪
問
団
の
モ

ン
ゴ
ル
訪
問
を
紹
介
し
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ

ル
と
い
っ
て
も
漠
然
と
し
か
イ
メ
ー
ジ
が

湧
か
ず
、
今
回
、
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
の
折
に

撮
影
し
た
写
真
を
見
せ
て
も
ら
い
、
モ
ン

ゴ
ル
と
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
と
少

し
な
が
ら
分
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
上
、
そ
の
全
て
を
紹
介
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
友
好
関
係
を
結
ん
で
い

る
モ
ン
ゴ
ル
の
こ
と
を
紙
面
を
通
じ
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
左
の
写
真
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ブ
ル
ハ

ン
ガ
イ
県
の
ス
ポ
ー
ツ
会
館
完
成
予
想
図

を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
勝
央
町
訪
問
団

が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
た
と
き
に
、
記
念
の

品
と
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

７
月
号
広
報
紙
で
は
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

会
館
建
設
の
寄
付
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
だ
ま
だ
寄
付
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

あ
と
が
き

ん
な
で
活
き
い
き
体
験
実
習

〜
勝
間
田
高
校
で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
〜

勝
間
田
高
校

お菓子の製造体験実習のようす

荒

８
月
２
日
、
勝
間
田
高
校

で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、
中
学
校
３
年
生
と
保

護
者
、
引
率
者
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
学
科
の
説

明
、
生
徒
会
・
農
業
ク
ラ
ブ

の
活
動
紹
介
、
農
業
ク
ラ
ブ

意
見
発
表
を
聞
い
た
あ
と
、

専
門
学
科
の
グ
リ
ー
ン
環
境

科
、
食
品
科
学
科
、
産
業
工

学
科
と
総
合
学
科
か
ら
希
望

す
る
学
科
の
体
験
実
習
に
参

加
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
環
境
科
で
は
、

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
と
プ
ラ
ン
タ
ー

ケ
ー
ス
の
製
作
、食
品
科
学
科
で
は
、

お
菓
子
の
製
造
、
小
麦
粉
の
実
験
、

産
業
工
学
科
で
は
、
機
械
加
工
と
ト

ラ
ク
タ
の
運
転
操
作
、
総
合
学
科
で

童
会
役
員
の
熱
い
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
い
つ
で
も
全

校
児
童
の
目
に
ふ
れ
る
よ
う

に
、
体
育
館
の
窓
に
掲
示
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
月
２８
日
に
は

「
色
別
集
団
遊
び
」
が
行
わ

れ
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ

カ
ー
ゲ
ー
ム
等
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
も
行
わ
れ
、
校
内
に

あ
い
さ
つ
が
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
こ
の
１
年
間
、
友
だ

ち
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
学

校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。子どもの願い

「子どもは『できる・わかる』
という自信が生まれたとき、教師
や大人にいちいち指図されなくて
も自ら学び始めます。わかる喜び
はどの子も持っている人間的な特
質です」
これは和光鶴川小学校の行田校
長先生の著書の一節です。
どんなに勉強嫌いな子どもでも
心の底では、できる子、わかる子
になりたいと熱望しています。
新学期が始まりました。勉強か
ら逃げていく子どもの原因や理由
を学校と家庭がつかんで、学ぶ喜
びを実感させたいものです。
今学期こそ、あせらずじっくり
子どもの願いを実現しましょう。

（教育委員会）

児童会あいさつ運動のようす

６
月
の
児
童
朝
礼
で
、
児

童
会
役
員
か
ら
、
今
年
度
の

児
童
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
さ
れ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
ス
ク
ー
ル
〜
友
だ
ち

を
大
切
に
〜
」
と
い
う
標
語

で
す
。
当
日
は
、
児
童
会
役

員
が
画
用
紙
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
持
ち
、
朝
礼
台
の
前
に

出
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
校

児
童
に
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス

ク
ー
ル
〜
友
だ
ち
を
大
切
に

〜
」
と
は
、
仲
の
よ
い
、
元

気
な
、
明
る
い
学
校
を
め
ざ

そ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
児


